Investigation into the awareness of occupational therapy definitions of new sophomores : comparison of three representative definitions. by 福意 武史


















































































































































































































































「作業を手段に用いるから」 が８名 （１９．５％） で次






そして、 どちらの定義も、「ない」 が「ある」 を
大きく上回った。ＷＦＯＴ定義 は、「ある」が１名





名 （６９．２％） と多く、「ある程度」 は４名 （３０．８％）
であった。協会定義で「ある」と答えた１５名では、





から」 が１７名 （６０．７％） と多く、「考えることを思
いつかなかった」が９名（３２．１％）、自由記述で「難
しいから」 が１名 （３．６％） であった。なお、１名
は理由の記述がなかった。協会定義で「ない」 と
答えた２６名では、「そんなものだと思っていたか
ら」 が１８名 （６９．２％） と多く、「考えることを思い













問２ あなたは、 過去に、 各々の定義が作業療法の本質を表しているかどうかについ
て考えたことがあるか
＜法定義＞ ＜協会定義＞ ＜ＷＦＯＴ定義＞
・考えたことがある ：１３名 （３１．７％） １５名 （３６．６％） １名 （２．４％）
・考えたことがない ：２８名 （６８．３％） ２６名 （６３．４％） ３８名 （９２．７％）
・分からない （忘れた等） ：０名（０．０％） ０名 （０．０％） ２名 （４．９％）
－４１－
が１２名 （３１．６％）、 自由記述で「知らなかった」が

































で次いだ。「好き」 は２名 （４．９％） のみだった。
協会定義とＷＦＯＴ定義は似た傾向を示し、「好き」
が約半数と最多になり、「どちらともいえない」






間３ あなたは、 今考えて、 この定義が問１の観点で、 どのようなイメージを抱かせる
と思うか
＜法定義＞ ＜協会定義＞ ＜ＷＦＯＴ定義＞
①対象にある ： １名 （２．４％） １名 （２．４％） ３名 （７．３％）
②目的にある ： ４名 （９．８％） ４名 （９．８％） １１名 （２６，８％）
③手段にある ：１１名 （２６．８％） ６名 （１４．６％） ２名 （４．９％）
④対象と目的にある ： １名 （２．４％） ２名 （４．９％） ５名 （１２．２％）
⑤対象と手段にある ：５名 （１２．２％） １名 （２．４％） ０名 （０，０％）
⑥目的と手段にある ：１０名 （２４，４％） １４名 （３４．１％） １２名 （２９．３％）
⑦対象と目的と手段にある ： ９名 （２２．０％） １３名 （３１．７％） ８名 （１９．５％）
問４ あなたは、 今考えて、 この定義が作業療法の本質を表していると思うか
＜法定義＞ ＜「協会定義＞ ＜÷ＷＦＯＴ定義＞
・思う ：１２名 （２９．３％） ２４名 （５８．５％） １８名 （４３．９％）
・思わない ：０名 （０．０％） ０名 （０．０％） ３名 （７．３％）
・どちらともいえない ：２２名 （５３．７％） ９名 （２２．０％） １２名 （２９．３％）
．分からない ： ７名 （１７．１％） ８名 （１９．５％） ８名 （１９，５％）
問５ あなたは、 今考えて、 この定義が好きか嫌いか
＜ 法定義＞ ＜協会定義＞ ＜ＷＦＯＴ定義＞
・好き ：２名 （４．９％） １９名 （４６．３％） ２１名 （５１．２％）
・嫌い ： ５名 （１２．２％） ３名 （７．３％） ３名 （７．３％）
・どちらともいえない ：２５名 （６１．０％） １４名 （３４．１％） ９名 （２２．０％）































がなかった」 が１１名 （５７．９％） と多く、「あること































































































































































































作業療法学全書 第２巻 基礎作業学， 改訂第２版，
協同医書出版， 東京，ｐｐ．１３－１６， １９９９．
世界作業療法士連盟（２０１１年版）
作業療法は、作業を通して健康と安寧を促進すること
に関わるクライエント中心の医療・保健専門職 （Ｃ１ｉｅｎｔ‐
ｃｅｎｔｒｅｄｈｅａｌｔｈｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎ） である。 作業療法の主な目
的は、 人々を日常の活動に参加できるようにすることで
ある。作業療法士は、人々や地域社会と協力して、彼ら
がしたい、 する必要のある、 することが期待されている
作業に従事する能力を高め、また作業や環境を修正して
彼らの作業への従事をよりよく支援することによって、
この（日常の活動に参加するという）成果を達成する。
－４５－
